
　視覚障害児童生徒のための　　　　
科学へジャンプイン東京 2017
日程　2017 年 12 月 17 日（日）
場所　筑波大学附属視覚特別支援学校
　　　　 （東京都文京区目白台 3-27-6）

主  催　科学へジャンプイン関東実行委員会　　　　後  援　全国盲学校長会

主な活動内容　＊保護者向けプログラムもあります
 9:00 受付開始
 9:50 ～ 10:20 開会のつどい
 10:30 ～ 12:00 ワークショップ 1
 13:20 ～ 14:50 ワークショップ２
 15:10 ～ 15:30 閉会のつどい
 15:30 解散（予定）

募集要項
　対　　象： 視覚障害のある小学 5年生から高校２年生で、
 科学に興味を持ち、当日のイベントに参加可能な
 児童・生徒
　定　　員： ６０名（小学部２５名、中学部２５名、高 1・２年１０名を目安とします）
 ＊応募者数が定員を超えた場合、「科学へジャンプイン東京」への
 　参加が２回目以上の方を対象に、事務局で抽選を行うことがあります。
　参 加 費： 無料
　申込方法： 添付の申込書に記載の上、次の方法でお申込みください。
 • 盲学校に在籍している方
 　各学校の担当の先生に提出してください。

 • 盲学校以外の学校に在籍している方
 　事務局に郵送してください。
　申込締切：２０１７年９月２９日（金）

問い合わせ先／申し込み先
　〒112－0015 東京都文京区目白台 3－27－6
　　　　　　　　筑波大学附属視覚特別支援学校内
　　　　　　　　科学ヘジャンプイン東京 201７実行委員会事務局
　　　　　　　　TEL: 03-3943-5423　　FAX: 03-3943-5410
　　　　　　　　Email: jump@nsfb.tsukuba.ac.jp

　☆　「科学へジャンプイン東京 2017」実行委員会は、各盲学校の教員を
　　　中心とした有志のボランティアで構成されています。
　☆　当日は、原則、保護者同伴でお願いいたします。
　☆　昼食は各自でご持参ください。
　☆　当日は、記録のためのビデオ、写真を撮影させていただきます。
　　　なお、個人のビデオ、写真等の撮影はご遠慮いただいております。

 ・サメの不思議
 ・サワッテ　ミル　カイ
 ・アメンボはなぜ浮くか
 ・ 形を見つけよう、形をつかもう

 ・昔の生活を体験しよう
 ・バーコードの世界
 ・意味を伝える形
　　― 魅力的なロゴをデザインしよう ―

【指導者紹介】
　大野照文氏（三重県総合博物館館長）
　和久洋三氏（童具館館長）
　鳥山由子氏（元筑波大学教授）
　関東甲信越地区の盲学校の教員（理科・数学・社会・国語・
　　自立活動など） 
　他、沖縄美ら海水族館、神奈川県立生命の星・地球博物館、
　　葛西臨海水族園などへ協力を依頼予定

【ワークショップの一例】

＊「科学へジャンプイン東京」では、盲学校で長年培われた専門性に基づく、視覚に障害の
ある児童・生徒の学びに配慮したワークショップを提供しています。


